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決 議 １件

意見書 ６件

可決・認定・同意した
知事提出議案 件

採択した請願 ３件

不採択となった請願 １件

○北朝鮮による５度目の核実験等に抗議する

決議

○私学助成の充実強化に関する意見書

○指定生乳生産者団体制度の存続と機能強化

を求める意見書

○地方財政の充実・強化を求める意見書

○食品ロス削減に向けての取り組みの推進を

求める意見書

○地方議会議員の厚生年金への加入を求める

意見書

○東日本大震災により被災した市町村の国民

健康保険に対する追加財政支援措置の継続

を求める意見書

○平成 年度宮城県一般会計補正予算

○宮城県県税条例等の一部を改正する条例

○財産の取得について（宮城県広域防災拠点

整備事業用地）

附帯意見「広域防災拠点整備に当たっては、

安全・安心の観点から、整備地の適性につい

て県民の理解を得るよう説明に努めること」

○工事請負契約の締結について（宮城県防災

行政無線設備工事）

○平成 年度宮城県一般会計決算及び各特別

会計決算の認定について

○教育委員会委員の任命につき同意を求める

ことについて ほか

○特別支援学校の狭隘化解消を速やかに進め

ることを求めることについて

○県立特別支援学校の狭隘化対策の実現を求

めることについて

○政府及び国会に対し私学助成に関する意見

書の提出を求めることについて

○放射能被ばくに対する子どもの健康調査の

実施を求めることについて

又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又又俣
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抹
※議案等に対する各議員の表決状況につい

ては、県議会ホームページに掲載している

ほか、議会図書室で閲覧できます。
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みやぎ県議会だより へのご意見・ご感想をお寄せください⊂⊂⊂⊂⊇
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９月定例会閉会日の 月 日、中

山耕一議長が記者会見を行った。

中山議長は、９月定例会を振り返

って「開会２日目には、核実験を強

行した北朝鮮に対して抗議する決議

を全会一致で可決したほか、最終日

には、東日本大震災からの復旧・復

興に要する補正予算のほか、六つの

意見書を可決している。また、大震

災からの復旧・復興に係る諸課題の

解消と復旧・復興事業を促進するた

め、大震災復興調査特別委員会のメ

ンバーとともに、９月 日に復興庁

を訪問し今村復興大臣に要望書を提

出するなど、県議会としても引き続

き一日も早い復興に向けて精力的に

取り組んでいきたい」と語った。

さらに、「定例会中の 月５日に

は、リオデジャネイロオリンピック

において、バドミントン女子として

日本人初の金メダルを獲得した 橋

礼華選手と松友美佐紀選手に、その

功績をたたえ、宮議県議会議長特別

表彰を授与した」と述べた。

予算特別委員会

決算特別委員会

月３日、委員８人による総括質

疑を行い、その後、各分科会での審

査を経て、平成 年度宮城県一般会

計補正予算等を可決した。

総括質疑者 安部孝、菊地恵一（自

由民主党・県民会議）、境恒春（み

やぎ県民の声）、内藤隆司（日本共

産党宮城県会議員団）、伊藤和博（公

明党県議団）、熊谷義彦（社民党県

議団）、菅間進（無所属の会）、吉

川寛康（ 世紀クラブ）

９月 日に設置し、委員長に仁田

和廣委員（自由民主党・県民会議）、

副委員長に坂下やすこ委員（みやぎ

県民の声）を選任した。

月７日に委員９人による総括質

疑を行い、その後、各分科会での審

査を経て、平成 年度宮城県一般会

計決算及び各特別会計決算等を認定

・可決した。

総括質疑者 石川利一、畠山和純、

細川雄一（自由民主党・県民会議）、

太田稔郎（みやぎ県民の声）、遠藤

いく子（日本共産党宮城県会議員

団）、横山のぼる（公明党県議団）、

岸田清実（社民党県議団）、渡辺忠

悦（無所属の会）、吉川寛康（ 世

紀クラブ）

今定例会での主な審査議案は次の

とおり。

○総務企画委員会

審査議案 工事請負契約の締結につ

いて（宮城県防災行政無線設備工事）

など５議案及び請願２件

○環境生活農林水産委員会

審査議案 工事請負契約の締結につ

いて（松島湾沿岸漁場整備工事）な

ど５議案

○保健福祉委員会

審査議案 財産の出資について（地

方独立行政法人宮城県立こども病院

用地）など３議案及び請願１件

○経済商工観光委員会

審査議案 和解及び損害賠償の額の

決定についての１議案

○建設企業委員会

審査議案 財産の取得について（宮

城県広域防災拠点整備事業用地）な

ど 議案

○文教警察委員会

審査議案 工事請負契約の締結につ

いて（宮城県気仙沼向洋高等学校校

舎等災害復旧工事（その１））など

７議案及び請願２件

常任委員会
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議長記者会見
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中山議長と大震災復興調査特別委

員会は、大震災からの復旧・復興に

係る諸課題の解消と復旧・復興事業

の促進のため、９月 日に復興庁を

訪問し、今村復興大臣に要望書を提

出するとともに意見交換を行った。

このほか、８月 日に東京電力ホー

ルディングス株式会社福島復興本社

代表に対して要請活動を行ってい

る。

大震災復興調査特別委員会

今村復興大臣に要望書を手渡す議長及び大震災復興調査特別委のメンバー

県議会からのお知らせ

●ラウンジコンサート

県議会では、年４回の定例会開会

日に「ラウンジコンサート」を開催

しています。入場は自由ですので、

ぜひご来場ください。

◇次回コンサートの開催予定

・日時／平成 年 月 日（金）午

後０時 分～ 分

・場所／県議会庁舎１階ラウンジ

・出演／ＫＡＭＥＲＡＤＥ（カメラ

ーデ）～楽器演奏（ピアノ・アル

プホルン）・合唱

●傍聴のご案内

本会議、各委員会は手続きの上、

自由に傍聴できます。

▷お問い合わせ先 宮城県議会事務

局総務課29022（211）3571

●ホームページのご案内

定例会の日程や会議録、議会中継

等をご覧いただけます。

平成28年
９月定例会特集 第119号
編集・発行 宮城県議会広報委員会

290222113592

〒980228570 仙台市青葉区本町３丁目８番１号
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り
込
ん
だ
総
額
１
８
２
億
３
３
０
０
万
円
を
追
加
す
る
本
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど
計

議
案
を
可

決
し
た
。
代
表
質
問
、
一
般
質
問
で
は
、
被
災
地
の
住
宅
確
保
や
昨
年
９
月
の
豪
雨
被
害
を
踏
ま
え
た
河
川
災
害
防
止
対
策
な

ど
に
つ
い
て
議
員
が
県
側
と
活
発
な
議
論
を
交
わ
し
た
。
広
域
防
災
拠
点
の
整
備
予
定
地
で
あ
る
Ｊ
Ｒ
仙
台
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル

駅
の
財
産
取
得
に
関
す
る
議
案
は
「
整
備
地
の
適
性
に
つ
い
て
県
民
の
理
解
を
得
る
よ
う
説
明
に
努
め
る
こ
と
」
と
の
附
帯
意

見
を
付
し
て
可
決
し
た
。

○
代
表
質
問
（
３
人
）

▽

橋
伸
二
（
自
由
民
主
党
・

県
民
会
議
）
知
事
の
政
治
姿
勢
に

つ
い
て
、
県
政
課
題
に
つ
い
て
▽

藤
原
の
り
す
け
（
み
や
ぎ
県
民
の

声
）
大
震
災
復
興
公
共
事
業
の
進

行
管
理
に
つ
い
て
、
熊
本
地
震
の

教
訓
と
防
災
拠
点
に
つ
い
て
▽
天

下
み
ゆ
き
（
日
本
共
産
党
宮
城
県

会
議
員
団
）
宮
城
野
原
広
域
防
災

拠
点
の
撤
回
を
求
め
る
、
宮
城
県

地
域
医
療
構
想
案
に
つ
い
て

○
一
般
質
問
（

人
）

▽
仁
田
和
廣
（
自
由
民
主
党
・

県
民
会
議
）
仙
台
港
の
国
際
戦
略

港
湾
に
つ
い
て
、
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

導
入
に
伴
う
諸
課
題
▽
渡
辺
勝
幸

（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
）
ス

ポ
ー
ツ
政
策
の
推
進
（
子
供
・
障

害
者
等
）
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
観

光
・
文
化
・
健
康
▽
中
嶋
廉
（
日

本
共
産
党
宮
城
県
会
議
員
団
）
人

権
と
多
様
性
の
尊
重
、
特
別
支
援

教
育
拡
充
、
被
災
原
発
‖
女
川
原

発
の
審
査
の
改
善
を
▽
庄
田
圭
佑

（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
）
障

害
者
の
雇
用
促
進
強
化
の
取
組
に

つ
い
て
、
我
が
県
の
諸
課
題
解
決

に
向
け
て

▽
遠
藤
伸
幸
（
公
明
党
県
議
団
）

災
害
に
強
い
県
土
づ
く
り
に
つ
い

て
、
犬
猫
の
殺
処
分
ゼ
ロ
へ
の
取

り
組
み
▽
長
谷
川
敦
（
自
由
民
主

党
・
県
民
会
議
）
災
害
に
備
え
る

県
の
河
川
整
備
に
つ
い
て
、
本
県

の
畜
産
振
興
策
に
つ
い
て
▽
福
島

か
ず
え
（
日
本
共
産
党
宮
城
県
会

議
員
団
）
被
災
者
、
低
所
得
者
等

へ
の
住
宅
政
策
の
充
実
、
災
害
「
孤

独
死
」
や
「
関
連
死
」
予
防
策
▽

石
川
光
次
郎
（
自
由
民
主
党
・
県

民
会
議
）
仙
台
塩
釜
港
仙
台
港
区

の
諸
課
題
に
つ
い
て
、
広
域
防
災

拠
点
整
備
等
に
つ
い
て

▽
岸
田
清
実
（
社
民
党
県
議
団
）

地
域
医
療
構
想
、
国
保
県
一
元
化

等
に
つ
い
て
、
広
域
防
災
拠
点
整

備
の
問
題
点
に
つ
い
て
▽
村
上
智

行
（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
）

仙
台
空
港
周
辺
活
性
化
に
つ
い

て
、
岩
沼
海
浜
緑
地
公
園
整
備
に

つ
い
て
▽
鎌
田
さ
ゆ
り
（
み
や
ぎ

県
民
の
声
）
こ
ど
も
病
院
の
課
題

と
若
者
の
負
担
軽
減
策
、
七
北
田

川
等
河
川
整
備
計
画
化
に
つ
い
て

▽
吉
川
寛
康
（

世
紀
ク
ラ
ブ
）

震
災
復
興
と
地
方
創
生
に
つ
い

て
、
安
全
安
心
な
医
療
・
介
護
制

度
に
つ
い
て

▽
角
野
達
也
（
日
本
共
産
党
宮

城
県
会
議
員
団
）
宮
城
県
と
仙
台

市
の
連
携
、
県
財
政
に
つ
い
て
、

ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
の
活
用
に
つ
い
て

▽
渥
美
巖
（
自
由
民
主
党
・
県
民

会
議
）
東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・

復
興
加
速
に
つ
い
て
、
北
上
運
河

閉
塞
対
策
に
つ
い
て
▽
相
沢
光
哉

（
自
由
民
主
党
・
県
民
会
議
）
憲

法
改
正
と
緊
急
事
態
条
項
に
つ

い
て
、
日
本
大
麻
草
の
復
権
に
つ

い
て
▽
ゆ
さ
み
ゆ
き
（
み
や
ぎ
県

民
の
声
）
震
災
復
興
直
面
す
る
県

政
課
題
解
決
に
向
け
て
、
め
ざ

す
べ
き
宮
城
の
福
祉
政
策
に
つ
い

て
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広域防災拠点
整備予定地

知
事

地
盤
確
認
し
危
険
小
さ
い

県議会９月定例会の本会議

広
域
防
災
拠
点
の
用
地
取
得

議
案
に
関
連
し
、
議
員
か
ら
「
整

備
予
定
地
に
隣
接
す
る
活
断
層

の
長
町
｜
利
府
線
断
層
帯
の
災

害
リ
ス
ク
が
懸
念
さ
れ
る
」
と
、

再
検
討
を
求
め
る
質
問
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
仙
台
市
の
被
害
想

定
調
査
で
整
備
予
定
地
周
辺
の

液
状
化
の
危
険
が
指
摘
さ
れ
た

こ
と
か
ら
「
県
の
調
査
で
危
険

が
な
い
と
い
う
明
確
な
根
拠
は

あ
る
の
か
」
と
た
だ
す
議
員
も

い
た
。

知
事
は
「
地
震
発
生
を
高
い

精
度
で
予
測
す
る
こ
と
は
困
難

で
、
必
要
な
備
え
を
講
じ
る
こ

と
が
重
要
。
広
域
防
災
拠
点
も

想
定
さ
れ
る
揺
れ
に
備
え
た
施

設
の
十
分
な
耐
震
化
や
緊
急
輸

送
道
路
の
確
保
な
ど
の
対
策
を

講
じ
る
こ
と
で
、
災
害
時
に
機

能
を
十
分
に
果
た
せ
る
と
考
え

て
い
る
」
と
理
解
を
求
め
た
。

仙
台
市
の
被
害
想
定
に
関
し

て
知
事
は
「
市
が
平
成

年
度

に
公
表
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
、
地
震
防
災
対
策
の
基
礎
資

料
や
住
宅
耐
震
化
の
促
進
な
ど

防
災
意
識
啓
発
の
た
め
、
地
震

に
対
す
る
住
民
の
日
頃
の
備
え

を
行
っ
て
も
ら
う
た
め
に
作
成

さ
れ
た
。
市
で
は
『
実
際
の
建

築
物
を
計
画
す
る
際
に
は
、
よ

り
詳
し
い
地
盤
調
査
を
行
っ
た

上
で
評
価
す
る
こ
と
が
必
要
』

と
し
て
い
る
た
め
、
県
が
計
画

地
に
隣
接
す
る
場
所
の
ボ
ー
リ

ン
グ
デ
ー
タ
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
地
下
水
位
が
低
く
、
砂
れ

き
層
主
体
で
あ
り
、
液
状
化
発

生
の
危
険
性
は
極
め
て
小
さ
い

と
判
断
し
て
い
る
」
と
、
安
全

性
を
強
調
し
た
。

広
域
防
災
拠
点
の
整
備
予
定

地
と
な
る
Ｊ
Ｒ
仙
台
貨
物
タ
ー

ミ
ナ
ル
駅
の
岩
切
地
区
移
転
に

対
し
「
地
元
住
民
は
不
安
を
募

ら
せ
て
い
る
」
と
し
、
こ
の
状

況
下
で
の
用
地
取
得
議
案
の
提

案
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
議
員

も
い
た
。

知
事
は
「
Ｊ
Ｒ
貨
物
と
県
で

は
、
こ
れ
ま
で
岩
切
地
区
等
の

住
民
を
対
象
に
、
移
転
計
画
の

事
業
説
明
会
を
３
回
、
環
境
影

響
評
価
の
説
明
会
を
２
回
開
催

し
て
い
る
。
説
明
会
で
の
意
見

に
対
し
、
Ｊ
Ｒ
貨
物
で
は
、
外

周
道
路
の
幅
員
や
排
水
計
画
等

を
変
更
す
る
と
と
も
に
、
環
境

影
響
評
価
に
係
る
調
査
地
点
の

追
加
を
行
う
な
ど
、
可
能
な
限

り
対
応
し
て
い
る
。今
後
と
も
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
と
と
も
に
、
新
貨
物

駅
周
辺
の
住
民
か
ら
理
解
が
得

ら
れ
る
よ
う
丁
寧
に
説
明
し
て

い
く
」
と
答
弁
し
た
。
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務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務
務

「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
活
用
の
観
光
振
興
事
業

被
災
地
に
役
立
つ
の
か

県

沿
岸
部
へ
の
誘
客
効
果
期
待
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観
光
振
興
に
関
し
て
議
員
か

ら
、
県
の
広
域
観
光
連
携
に
よ

る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
（
外
国
人
旅

行
者
）
誘
致
促
進
を
求
め
る
質

問
が
あ
っ
た
。

知
事
は
「
８
月
に
、
各
県
知

事
と
台
湾
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に

参
加
し
、
現
地
の
主
要
な
旅
行

会
社
な
ど
に
宮
城
・
東
北
を
Ｐ

Ｒ
し
、手
応
え
を
感
じ
て
き
た
。

今
後
も
東
北
観
光
推
進
機
構
と

密
接
に
連
携
し
、
オ
ー
ル
東
北

に
よ
る
誘
客
に
向
け
た
取
り
組

み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
」

と
答
え
た
。

「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
を
活
用

し
た
観
光
振
興
策
に
対
し
「
交

通
違
反
、
交
通
事
故
や
深
夜
嗘

徊
な
ど
の
問
題
が
顕
在
化
し
て

い
る
。
本
当
に
被
災
地
の
役
に

立
つ
の
か
」
と
疑
問
を
投
げ
か

け
る
質
問
が
あ
っ
た
。

知
事
は
「
津
波
被
害
が
甚
大

だ
っ
た
沿
岸
部
で
は
、
依
然
と

し
て
震
災
前
の
約
７
割
の
観
光

客
数
に
止
ま
り
、
震
災
の
記
憶

の
風
化
も
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

一
人
で
も
多
く
の
方
に
被
災
地

の
今
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
、
歩

い
て
楽
し
め
る
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ

と
連
携
す
る
こ
と
に
し
た
。
配

信
後
、
す
ぐ
に
人
気
が
爆
発
し

た
た
め
、
ル
ー
ル
違
反
や
マ
ナ

ー
違
反
の
報
道
が
取
り
上
げ
ら

れ
た
が
、
本
事
業
に
お
い
て
は

市
町
と
協
議
し
な
が
ら
、
安
全

の
確
保
に
十
分
配
慮
し
て
い

く
」
と
理
解
を
求
め
た
。

今
年
７
月
に
民
営
化
し
た
仙

台
空
港
に
つ
い
て
、
議
員
か
ら

「
名
実
と
も
に
東
北
の
玄
関
口

と
す
る
た
め
、
東
北
各
県
知
事

と
の
連
携
を
強
力
に
進
め
る
べ

き
だ
」
と
の
指
摘
も
あ
っ
た
。

知
事
は
「
仙
台
空
港
は
東
北

で
唯
一
、
複
数
の
国
際
定
期
路

線
を
有
す
る
拠
点
空
港
で
、
今

後
も
国
際
線
の
拡
充
が
期
待
さ

れ
る
。
６
県
一
体
と
な
っ
た
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
継
続
し
、
東

北
の
広
域
観
光
を
促
進
す
る
こ

と
で
、
仙
台
空
港
の
拠
点
性
を

高
め
、
東
北
の
玄
関
口
に
ふ
さ

わ
し
い
空
港
へ
と
発
展
さ
せ
て

い
く
」
と
決
意
を
語
っ
た
。
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災害に強い川づくりプラン

事業前倒し 復旧急げ

豪雨被害の復旧工事が進む大崎市の渋井川

震
災
復
興
に
関
連
し
て
は
、

い
ま
だ
に
多
く
の
県
民
が
仮
設

住
宅
で
不
便
な
生
活
を
強
い
ら

れ
て
お
り
、
議
員
か
ら
住
環
境

整
備
の
加
速
化
を
求
め
る
質
問

や
、
災
害
公
営
住
宅
に
入
居
す

る
高
齢
者
の
見
守
り
活
動
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
支
援
の
必
要
を

訴
え
る
質
問
が
あ
っ
た
。

知
事
は
「
自
力
再
建
が
可
能

な
方
々
の
た
め
の
防
災
集
団
移

転
促
進
事
業
や
土
地
区
画
整
理

事
業
に
よ
る
宅
地
整
備
は
、
本

年
度
末
ま
で
に
、
計
画
さ
れ
て

い
る
約
９
７
０
０
戸
の
８
割
に

当
た
る
約
７
９
０
０
戸
が
供
給

さ
れ
る
予
定
。
自
力
再
建
が
困

難
な
方
々
の
た
め
の
災
害
公
営

住
宅
整
備
も
、
８
月
末
で
計
画

戸
数
約
１
万
６
０
０
０
戸
の
７

割
に
当
た
る
１
万
９
７
０
戸
が

完
成
し
、
本
年
度
末
ま
で
に
は

９
割
に
当
た
る
約
１
万
４
０
０

０
戸
が
完
成
予
定
だ
。
宅
地
は

平
成

年
度
ま
で
の
全
戸
供

給
、
災
害
公
営
住
宅
は

年
度

ま
で
の
全
戸
完
成
に
向
け
、
市

町
と
共
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
回
答
し
た
。

災
害
公
営
住
宅
の
高
齢
者
支

援
に
つ
い
て
、
保
健
福
祉
部
長

は
「
被
災
市
町
で
は
仮
設
住
宅

等
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
災
害

公
営
住
宅
内
に
高
齢
者
相
談
室

を
設
置
し
、
高
齢
者
の
見
守
り

や
健
康
づ
く
り
、
サ
ロ
ン
な
ど

の
交
流
活
動
を
し
て
い
る
。
県

と
し
て
は
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
支
援
し
な
が
ら
、
市
町
村

の
実
情
に
応
じ
た
地
域
で
支
え

合
う
体
制
づ
く
り
を
推
進
す

る
」
と
答
え
た
。

河
川
災
害
対
策
と
し
て
議
員

か
ら
は
、
昨
年
９
月
の
関
東
・

東
北
豪
雨
で
被
災
し
た
河
川
の

復
旧
工
事
の
完
了
見
通
し
を
尋

ね
る
質
問
や
県
が
昨
年

月
に

ま
と
め
た
「
災
害
に
強
い
川
づ

く
り
緊
急
対
策
事
業
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
」
の
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
両
面
で
前
倒
し
た
緊
急
対
策

を
求
め
る
要
望
が
あ
っ
た
。

土
木
部
長
は
「
堤
防
が
決
壊

し
た

河
川

カ
所
を
含
め
、

被
災
河
川
の
約
７
割
の
復
旧
工

事
が
年
度
内
に
完
成
す
る
見
通

し
。
施
工
の
省
力
化
や
施
工
体

制
の
強
化
等
に
よ
り
工
期
短
縮

を
図
る
な
ど
、
一
日
も
早
い
全

箇
所
の
工
事
完
了
を
目
指
し
て

い
く
」
と
回
答
し
た
。

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い

て
土
木
部
長
は
「
前
年
度
補
正

予
算
で
、
被
災
河
川
の
災
害
関

連
工
事
、
堤
防
緊
急
点
検
や
テ

レ
メ
ー
タ
水
位
計
の
増
設
を
進

め
た
。
本
年
度
当
初
予
算
で
は

大
江
川
の
床
上
浸
水
対
策
特
別

緊
急
事
業
に
新
規
着
手
し
、
９

月
補
正
予
算
で
計
画
を
前
倒
し

し
、
河
川
監
視
カ
メ
ラ
を
整
備

す
る
。
地
域
の
方
々
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
、引
き
続
き
、

水
害
常
襲
河
川
の
解
消
や
円
滑

な
避
難
に
向
け
た
ソ
フ
ト
対
策

の
充
実
強
化
を
図
る
」
と
事
業

の
一
層
の
加
速
化
に
努
力
す
る

こ
と
を
強
調
し
た
。

ド
ク
タ
ー
ヘ
リ

２
機
目
導
入
を

知
事
、
１
機
目
実
績

踏

ま

え

て

検

討

地
域
医
療
充
実
に
向
け
た
質

問
で
は
、

月

日
か
ら
運
航

を
開
始
し
た
県
の
ド
ク
タ
ー
ヘ

リ
に
つ
い
て
、
議
員
か
ら
「
１

機
で
間
に
合
わ
な
い
場
合
も
あ

り
、
２
機
目
も
導
入
し
て
ほ
し

い
」
と
の
要
望
が
あ
っ
た
。

知
事
は
「
ま
ず
１
機
で
の
運

航
を
着
実
に
実
施
し
、
２
機
目

導
入
は
、
１
機
目
の
運
用
実
績

を
十
分
検
証
し
、
隣
県
ド
ク
タ

ー
ヘ
リ
や
県
防
災
ヘ
リ
と
の
連

携
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、
必

要
性
を
検
討
す
る
」と
答
え
た
。

県
が
今
年
７
月
に
ま
と
め
た

地
域
医
療
構
想
案
に
対
し
、
議

員
か
ら
「
国
が
定
め
た
計
算
式

で
策
定
さ
れ
、
現
状
と
乖

か
い

離
り

し

て
い
る
。
現
場
の
実
情
と
声
を

反
映
し
、
医
療
の
将
来
に
展
望

が
持
て
る
構
想
に
見
直
す
べ
き

だ
」
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

知
事
は
「
構
想
案
は
二
次
医

療
圏
ご
と
に
構
想
策
定
調
整
会

議
を
設
置
し
、
医
療
関
係
者
や

市
町
村
な
ど
か
ら
直
接
、
現
場

や
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
た
意

見
を
頂
戴
し
て
ま
と
め
た
。
今

後
、
県
医
療
審
議
会
の
答
申
を

踏
ま
え
、
将
来
の
医
療
需
要
を

見
据
え
て
年
内
に
は
構
想
を
策

定
す
る
」
と
理
解
を
求
め
た
。

被

災

者

の

住
環
境
改
善

整
備
加
速
化
を
要
望


